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アルミニウムまたはアルミニウム合金粉末 5g、水 80ml を反応容








3.1 Al および Al 合金の水素生成量 
図３ にアルミニウム合金の水素生成量の時間変化を示す。どの試料でも反応の誘導期がみ
られることがわかった。特にAl-39.2%Cu の経時変化はAl-100%と非常に似た変化を示した。






























3.3 Al および Al 合金の単位重量当たりの水素生成量 
図５は攪拌開始後 600 分後の単位アルミニウム重量当たりの水素発生量で比較したもの
である。Al-39.2%Cu が最も単位アルミニウム重量当たりの水素生成量が多く，Al-100%と
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